





















































































一般廃棄物 浄下水湊深汚泥 公共事業・工事発生 2000万t
特別一般廃棄 電池，水銀含有，医療廃棄物 50万t
特別産業廃棄物 シアン，PCB等EUリスト記載のもの含有1800万t
産業廃棄物 普通産業廃棄物 紙グラステックス金風油繊維等 3000万t
＊下記の性 不活性産業廃棄物 建設廃材等 10000万t
農業廃棄物 屑藁等 4300万t



























































重金属元素 無機物 芳香族モノマー 芳香族ポリマー ハロゲン化合物 炭化水素系化合物
As N ベンゼン アセチルナフタテン テトラクロロカルボニル 低分子脂肪族化合物
Ag B トルエン アセチルナフタレン クロロフォルム 非塩化脂肪族化合物
As Br エチルベンゼン アントラセン 1，1ジクロロエチレン 揮発油
Ba CN キシレン ベンゾアントラセン 1，2ジクロロエチレン 糖類
Be F スチレン 1，2ベンゾアントラセン トリクロロエチレン 鉱物油
Cd S 7，12ジメチルベンゾアントラセン 塩化ビニル ヒドロキノン
Cr 農薬 フェノール化合物 クリセン ジクロロメチレン イソプロパノール
Co ドリン クロロナフタレン フルオランテン トリクロロメチレン メタノール
Cu αHCN クレオソート ベンゾ（b）フルオランテン 1，1ジクロロエチレン フタル酸
Fe βHCN ジクロロフェノール ベンゾ（j）フルオランテン 1，2ジクロロエチレン ピリジン
Hg γHCN 2，4ジメチルフェノール ベンゾ（k）フルオランテン 1，L1トリクロロエチレン キノリン
Mg カルボフラン 2，4ジフェニルフェノール フルオレン LL2トリクロロエチレン テトラヒドロフラン
Mn DDD ジメチル2，4ジフェニルフェノール 3メチクロロランテン 1，2．2トリクロロエチレン チオフェン
Mo DDT モノクロロフェノール ナフタレン 1，1ジクロロプロペン テトラヒドロチノフェン
Ni デードリン フェノール フェナンテレン 1，2ジクロロプロペン
Pb エンドリン テトラクロロフェノール ピレン モノクロロベンゼン
Sb ヘプタクロン トリクロロフェノール ベンゾ（a）ピレン ジクロロベンゼン
Se マーナブ系 カテコール ジベンゾ（a，h）ピレン トリクロロベンゼン
Tl ジベンゾ（aJ）ピレン テトラクロロベンゼン
V ジベンゾ（aj）ピレン ペンタクロロベンゼン
Zn ジベンゾ（a，Dピレン ヘキサクロロベンゼン
ベンゾ（g，h，1）ピレン PCB
PCDD／PCDF
　そのための研究に1997年度は7千万Euroの支出
があった。研究は①ごみ質の分析②ごみ処理技術
の開発③埋め立て技術④汚染土壌の研究⑤社会経
済の研究の分野である（http：／／www．ademe．fr）。
ごみ処理全プロセスにおいて環境負荷計測，例え
ば排水については表3に示すような物質の計測が
義務つけられている。
3．廃棄物の処理方法について
　フランスの平均家庭廃棄物組成を図5に示す。
Adelfiシステムにより活用される以外の家庭廃棄
物を，リヨン市の場合，市清掃局が収集し，委託
業者が磁気及び手分別し，できるだけ資源回収を
図っている（年2万t処理）。それらはEcoemballage
システムにより，金属・グラステックス5種類・
紙に分別され，厨芥部分等のマテリアルリサイク
ル不能部分のみを焼却する。コンポスト化も奨励
されており，助成制度等が検討中である。
ge／o
図5　フランスの家庭廃棄物の平均的組成
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　図6に示すパリ市の都市ごみ焼却施設では，有
害物質（塩化水素・ダイオキシン等）の発生防止
の完全対策を期するともに，EU指令94／62に拠り
（手法はEN13193）Valolisationを行うことを義務
付けられている。図7に示すように第一段階は
サーマルリサイクルであり，第二段階がマテリア
ルリサイクル（図8に示す焼却残渣ボトムアッシュ
から金属回収を行い，ボトムアッシュ自身も路盤
材等に活用し，埋立て量を極力減らすシナリオ）
である％
　図9に南仏マルセイユ郊外ベルグランドのクラ
スll相当の埋め立て処分場の写真を示す。周囲地
異
　　　　　　　ハSteram　Generator
　　　　　　　l　　　　　　　Flyash　pit
図9　マルセイユ郊外の埋め立て処分場
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図10　prEN12457振とう試験装置
図6　パリ市の焼却工場の英文シェマ
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図7　焼却工場におけるValorisation
図8　焼却工場発生のボトムアッシュ（図6のSlag　pitにて）
質は粘土不透水層である。日本同様廃棄物搬入の
管理はマニフェストで行われ，prEN12457（prは
EN暫定規格の意味）に拠るLeaching試験（図10）
を行い，搬入の適否を判定する6）。
　木屑・塗料かす・廃油等可燃性有機物のセメン
ト工場燃料化も進展している。これは近年対策が
求められている地球温暖化問題に対応したもので
ある。セメント工場における化石燃料の使用量が
低減できるからである。1975年に廃棄物処理会社
とセメント会社の共同出資で設立されたSCORI社
が，フランス本土30ヶ所のセメント工場の品質管
理基準に応じて，燃料となる廃棄物の処理を行っ
ている7）。あるセメント工場の受け入れ仕様は
Cl＜2％，　Hgく10mg／kgなどとなっており，全国3ヶ
所にある設備でそれにあわせた調合を行い，セメ
ント工場に出荷する。形状は主として液体及び粒
状である。1997年度は125万tの処理を行い250万
Euroの処理費を受けた。これはフランス本土の産
業廃棄物処理量の半数に相当する。2000年度より，
欧州で多発している狂闘病に関連して，肉骨粉の
引き受けを開始した（http：／／www．snisolation．fr）。
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　特別（管理）産業廃棄物の処理施設として，リ
ヨン市郊外にはPCB処理専門のTREDI社がある。
1972年以前に製造された電気機器・トランス・コ
ンデンサを一括処理している。作業員により分解
された機器を，オートクレイブ処理により付着分
を除去し，ロータリーキルンで無害化処理を行う。
バーゼル条約に基づき，処理施設をもたない35ヶ
国からの委託も受け，年2．4万tを処理した。
（http：／／www．tredi．com）
　廃棄物処理技術に関しては，隔年パリあるいはリ
ヨンにおいて，国際展示会が開催されており，日本の
各技術も紹介される（http：／／www．pollutec．com）。
4．規格・基準のハーモニゼーション
　欧州には日本のJIS同様に各国毎に規格があり，
フランスはNF規格，ドイツはDIN規格，イギリ
スはBS規格などが規定されている。市場統合を
進め，自由な物流を実現するために，各国規格の
統合が必要であり，その主体になっているのが，
ユ965年に設立されたCEN（欧州標準化委員会）で
ある。2001年現在のCENの構成国は，　EU加盟15ヶ
国にスイス・ノルウェー・チェコ・アイスランドを
加えた計19ヶ国であり，約2000の欧州規格（EN）
を策定している。EU法同様に，欧州規格ENは加
盟各国規格に優先する。1989年に発効したウイー
ン協定は，CENの規格案をISOの委員会審議を経
ることなく，全体投票にかけることができること
を定めた。EN規格がそのままISO原案になる状況
も生じ得るため，日本など非欧州諸国もCENの決
定事項に影響されることとなっている8）。
　欧州における廃棄物の関連規格のハーモニ耳目
ションは，CEN－TC292委員会が行っている9）。廃
棄物の埋立てに関するEU指令91／689により，
1．基本的キャラクタリゼーション，長期的浸出
　　特性
2．規制試験，長期的な浸出特性のパラメーター
　　の検証
3．迅速評価試験（現場での確認）
　の各レベルが考えられている。レベル1につい
てはオランダ幹事でWG（国を超えたメンバーに
よるワーキンググループ）6が，レベル2につい
てはフランス幹事でWG　2が，レベル3について
はドイツ幹事でWG　5が担当している。近年生態
毒性評価の必要性を踏まえ，WG　7（フランス幹
事）が作られた。答申結果として，WG　2は後述
するprENI2457を，　WG　6は後述するENI2920を
策定した。しかし各規格は方法論であるというよ
りは概念の定義であり，EU各国の事情により制
定されるべき，環境規制の詳細まで規定するもの
ではないとしている。評価にあたっての考えかた
（用語の定義も含む）を統一するのが，該委員会
の役割であり，EU加盟各国がこの試験方法に従
い，2002年度末までに国内規格およびそれに基づ
く法規の整備を行う。
　各国間で異なる規制値を決定する試験方法の統
一は，方法論の優劣を決めるわけでないので結論
が出難い。現在は先に策定を進めたゲルマン系諸
国にリードされた形になっているが，ラテン系諸
国を含めたEU全体でこれをどう協調させていく
かに苦慮している。結局，TC292報告は両者の規
制哲学が異なるという結論となっている’o）。
　更に誤解され易いことに，有効利用基準と，規
制基準の混同がある。欧州各国（あくまでもEU
構成員としての国家である）にあっては，包装廃
棄物以外の有効利用基準は策定されておらず，建
設資材化を例にとれば，大学を中心とした研究者
ネットワーク（NNAPICS）等により現在研究中
の段階である。
（http：／／concrete－www．cv．ic．ac．uk／iscowaa／nnapics）
5．おわりに
　廃棄物のキャラクタリゼーションと題される欧
州規格EN12920の対象である浸出現象は，英語の
Percolationの意味を含むものである。欧州の規格
関連の英語用語Leachingは「溶出」の意味ではな
い。「溶出」の用語が，日本ではビーカーの中等
での強制溶解（成分回収等を狙う人為化学的操作）
をイメージさせることに対して，Leachingとは，
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ある特定の自然条件下での現象（これをシナリオ
と称す）をモデリングし浸出量を計算する作業ま
でを差し，フランス語ではLixiviationという。日
本の文部省学術用語集化学編でもLeachingは「浸
出」の意である。これが近年日本では「溶出」の
訳が定着してしまったようである。この誤解が英
語でもあるため，規制基準に必要なこの試験操作
を，英語でもLixiviationと訳すことが多くなった。
　廃棄物のキャラクタリゼーションの規格，
prEN　12457の表題は英仏独語で順に
　Characterization　Waste－Leaching－Compliance
　　test　for　leaching
　Caracterisation　des　Dechets－Lixiviation－Essai　de
　　conformite　pour　1ixiviation
　Charakterisierung　von　Abfallen－Eluierung
　　－Deklarationstest　fur　Auslaugung
　である。英語フランス語のLeaching－Lixiviation
に対応するドイツ語がEluierungであることを示
している。
　用語の概念は各国語により異なり，担当者によ
り説明が違うのが現状である。例えば図8の，
我々が日本でいうボトムアッシュが，図6では
Slagと英訳されている。フランス語では，焼却場
の焼却残さを固まりとして捕らえMacheferとして
いるので，英語相当はClinkerが該当すると思え
るが，担当者は金属含有の感覚からSlagを選んだ
という。また英語Ashの用語はConcise　Oxford
DictionaryではPowdery　residue　left　after　burning
とあり，粉末状であるのが原則であるから，フラ
ンス語のMacheferをAshとは言い難い。日本のご
み焼却残さは，このボトムアッシュを主灰と称し
てもいるし，スラグは通常溶融処理の後のガラス
質の残渣を指す。
　このように各国の廃棄物関連用語は，その由来
及び廃棄物発生の背景を知らなければ理解しにく
いものであり，文書で表現する規格・法規は，用
語の定義を参照する必要がある。欧州各国にあっ
て，環境分野における法規・規格のハーモニゼー
ションが進行中であることは事実であるが，用語
の定義を含めた廃棄物キャラクタリゼーションの
占める位置が大きく，これに要する時間が相当な
ものになっている。現在EUでは，　llケ国語が公用
語であるが，これら相互の翻訳に要する時間とコ
ストは負担として考えられていない。欧州では多
くの民族が，共存し，個々の存在を尊重しながら，
影響し合い共に発展していこうという点に，高い
価値を置いているからである。
　フランスについて考える場合，比較対照が必要
である。ここでは主として日本及びドイツを例と
して出したが，フランスでは欧州各国および日米
を比較例にして，自らの位置を捉えている。日本
の環境技術における国際的位置はトップクラスと
されている。にも関わらず，規格化などにおける
貢献がないのは全くアンバランスと感じられる。
逆にいうならば，このような外交に強いのがフラ
ンスであろうか。
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